
 
 

キャンドルのつどい  

 
１ 活動のねらい 
 活動を共にした仲間と炎を囲み，協力することの大切さを考えたり，自己を見つめ直したりするふりか
えりの機会とします。 

 
２ 活動の概要 
  闇を照らすろうそくの炎の神秘的な灯りの中で，火を迎える・送るセレモニーや炎を囲み演じるスタン
ツとレクリエーションをとおして，参加者の仲間意識を深め，感動と思い出を刻む活動です。 

 
３ 人数・時間・場所 
(1) 人数     ２00 名程度 
(2) 期間      通年 
(3) 時間       １時間３０分 
(4)  場所          体育館・ホール・研修室（LED キャンドル使用） 

 

４ 指導の依頼について 

    希望する団体は，進行・レクリエーションの指導を依頼することができます。依頼を希望する場

合は，利用申込書と一緒に「指導依頼申込書」（ホームページ上に掲載）を提出してください。 

 指導料は，講師１名につき７,７００円（１時間 30 分）です。活動終了後に現金，コンビニ支払

い又は銀行振り込みのいずれかで支払いをしてください。 
 
 ５ 準備する物 

区  分 内         容 備     考 

団  体 
 
 
 
 
 

・ろうそく（色付きは不可）・マッチ等 
・営火長の衣装 
・音楽ＣＤ等 
・懐中電灯 
・「指導依頼申込書」（指導依頼の場合） 
 

・ろうそくは売店で購入可 
 （小：10円，中：250円） 
・LEDキャンドルの貸出可能 
（大６個，小200個） 

・利用申込書と一緒に提出  
 ※「利用のてびき」参照    ＬＥＤキャンドル 

交流の家 
 
 
 
 
 

・燭台（キャンドル用２，LED用２） 
・ブルーシート（燭台の下に敷く） 
・音響設備（ＣＤラジカセ，マイク等） 
 
 
 

・キャンドル用燭台 
 体育館燭台（大）釘300本 
 ホール燭台（中）釘300本 
・LEDキャンドル用燭台 
  ホール燭台（大）4段        
  研修室燭台（中）4段   ろうそく用燭台 

            
 ６ 引率者の役割分担 

項    目 内             容 

安全対策 火の取り扱い，後片付けに注意を喚起する 

事故発生時の対処 けがや事故が発生した場合は，直ちに事務室に連絡する 

後片づけの徹底 床に落ちたろうそくをとる 

 
７ 活動の流れ 

活動の流れ 内                   容 

会場の準備
 

・会場にブルーシートを敷き，燭台を運び，ろうそくを立てる。 
・音響機器の使用方法を確認する。 

活動実施 ・キャンドルのつどい（儀式，レクリエーション等） 

活動の終了
 

・会場の後始末をする。 
・事務室に終了した旨を連絡する。 
・借用物品を返却する。 
・講師を依頼した場合は，指導料を支払う。 

 
８ 実施上の留意点 

やけどしないよう十分注意し，実施後は完全に消火したことを確認してください。 
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